傾けて 発言し、 行動して 来た どの 一 つ をと つて みても、 

それ は ポツダム 宣言と 日本の 憲法が、 い つわりの もの 

でない ことの 証明 を 求める 熱意の あらわれでした。 大 

学 法案に 反対して、 日本の 学問と 大学の 自主 を まもり 

とおした 学生の 意欲。 日本の 愚民 教育に 反対す る 世論 

を、 全 日本的な 発言と して 組織した 情熱。 そしてい ま、 

日本から 理性の 存在 そのもの をつ み 取ろうと する レツ 

ド-パ —ジ に対する 反対。 一 つと して、 われわれ すべ 

て、 良心と 理性 ある ものの 要求で ない ものはなかった。 

それ だから こそ 学生の 運動の 列 伍の 周囲に は、 常に 労 

働 者 階級 を はじめ、 あらゆる 人々 の もっている 日本の 



がちな ことです。 若い 世代に 対する 釓弾 者で あり、 わ 

れ われ 自身の 老いる こと を 欲しない 良心の 蹂躪 者で あ 

る 権力に 向って、 わたし は 心から 次の 質問 をし ます。 

学問の 自由、 良心の 自由、 理性の 自由 を まもろう とい 

う 動機に 立つ 学生の 運動 を、 ノン. ポリティ カルで あ 

るべ しと 宣伝す る 人々 自体が、 なぜ、 現実の 学生の 動 

きに 対して は、 このよう にも 極度に 政治的で あるの か、 

と。 こんにち、 学生運動に 集中され ている 攻撃の 性質 

は、 ことしの 四月 六日、 菅季治 氏 を 死なせた 衆議院の 

特別 調査 委員会 をホ ー フッ させます。 



而上 学に よって 整理. 構成され ている 自分の 理性、 過 

去の 形式論理に したが つ て 操作され る 自身の 理性の 機 

能 を、 たたかいの 現実に したがって 拡大す る こと も 出 

来なかった し、 縮小させる こと も 出来なかった のでし 

た。 

自由党の 委員 篠 田が、 問題の 「ナデ —エッツ ァ」 と 

い う 一一 一一 n 葉に からんで、 この 言葉 を 要請と 訳す こと は、 

ロシア語 としてで きません かと 質問した とき、 菅 氏の 

答えた 答え こそ、 彼の 悲劇の 本質 を 示して います。 菅 

氏 は 通訳と して、 その 限度の 中での 証人と して、 証人 

台に 立った のです。 菅氏 は、 ロシア語の 実際と して、 
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